
 

  

平成２２年度包括外部監査の意見に対する対応結果の公表 

（ 安 佐 北 区 役 所 ） 

 

１ 監査意見公表年月日 

平成２３年２月７日（広島市監査公表第７号） 

２ 包括外部監査人 

赤羽 克秀 

３ 監査意見に対する対応結果通知年月日 

平成２７年１１月２５日（広佐起第１９１号） 

４ 監査のテーマ 

市有財産の有効活用について 

５ 監査の意見及び対応の内容 

未利用地のうち安佐北区役所市民部区政振興課（現地域起こし推進課）所管分の一部（多目的広場（元河

戸住宅敷地））について  

（所管課：安佐北区役所市民部地域起こし推進課） 

監 査 の 意 見 対 応 の 内 容 

未利用地のうち安佐北区役所市民部区政振興課

（現地域起こし推進課）所管分の一部（多目的広場

（元河戸住宅敷地））について 

本件市有地への進入路は，幅約１ｍの里道しかな

いことから，その活用方法が難しく，かつ，売却も

困難な状況となっている。 

売却も含めた有効活用を図るためには，東側民有

地の一部を本件市有地への進入路として地権者から

購入することが必要であると考えられる。 

今後，有効活用を図るため，進入路の確保を含め

た利用計画の検討を進めるべきである。 

監査の意見を受けて，本件市有地への進入路とし

て東側民有地の一部を本市が取得することについ

て，平成２６年８月に当該民有地の所有者と協議を

行ったが，不調に終わった。さらに，平成２６年１

１月には，当該民有地に集合住宅が建設されたた

め，進入路の確保は事実上不可能な状況となった。 

一方，本件市有地は，平成１８年以降，地元自治

会に無償貸付けをしており，西側に隣接する老人運

動広場と一体で多目的広場として日常的に活用され

ており，グラウンドゴルフ場として利用されるな

ど，地域住民の健康増進やふれあいの場となってい

る。また，地元からは，毎年，多目的広場として引

き続き利用することについての要望が提出されてい

る。 

以上のように，本件市有地は，地域住民にとっ

て，高齢者の健康増進やふれあいの場として欠かせ

ないものとして定着していることから，今後も引き

続き，多目的広場として活用することとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（別 紙） 



 

平成２２年度包括外部監査の意見に対する対応結果の公表 

（ 安 佐 北 区 役 所 ） 
 

１ 監査意見公表年月日 

平成２３年２月７日（広島市監査公表第７号） 

２ 包括外部監査人 

赤羽 克秀 

３ 監査意見に対する対応結果通知年月日 

平成２７年１１月２０日（広佐建第４８号） 

４ 監査のテーマ 

市有財産の有効活用について 

５ 監査の意見及び対応の内容 

⑴ 未利用地のうち安佐北区役所農林建設部建築課所管分の一部（元高陽尾和住宅敷地）について 

（所管課：安佐北区役所農林建設部建築課） 

監 査 の 意 見 対 応 の 内 容 

本件市有地への進入路は４ｍ未満の私道であ

ること及び建築するには開発許可を要すること

から，その活用方法が難しく，かつ売却も困難

な状況となっている。更地となって既に１２年

を経過しており，このままの状態が続くとなる

と，有効利用の可能性は極めて低いと言わざる

を得ない。 

今後売却も含めて有効活用を図るためには，

私道である進入路の地権者と購入を含めた交渉

を進めるべきである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本件市有地（元高陽尾和住宅敷地）は，全１２筆の

土地である。 

そのうちの連続している１１筆の土地（以下「連続

地」という。）については，平成２５年１０月から公募

での売払手続を開始した。現在は，広島市のホームペ

ージの「土地の販売・貸付情報」へ掲載し，情報提供

を行っている。 

残りの１筆の土地（安佐北区深川二丁目１３８１番

２）（以下「残地」という。）は，連続地との間に私有

地（通路として利用）及び里道を介在した位置にあ

り，言わば「飛び地」のような状態となっており、ま

た，その私有地及び里道と合わせ，通路としての利用

以外に使用用途を見いだすことができない形状の土地

である。 

このため，その私有地の所有者以外の者に残地を売

却することは極めて困難であると判断し，当該所有者

と残地の売却に向けての交渉を行ったが，当該所有者

からは，残地を購入する意思はないとの意向が示され

た。 

この結果を踏まえ，連続地が売却された際には，そ

の購入者に対し，残地の購入について働き掛けていく

こととしている。 

 

 



 

⑵ 未利用地のうち安佐北区役所農林建設部建築課所管分の一部（元安佐鈴張住宅敷地）について 

（所管課：安佐北区役所農林建設部建築課） 

監 査 の 意 見 対 応 の 内 容 

本件市有地は，平成８年に更地となった

後，公用又は公共用に供する予定がないにも

かかわらず長期間にわたり行政財産のままと

なっている。行政財産の用途廃止を行い，普

通財産とする必要がある。 

本件市有地は，現状里道以外に進入路がな

く，自動車等の出入りも困難な状況から，公

募による売却が難しい土地となっている。 

今後もこのままの状態が続くとなると，維持

管理費用のみを要し，経済性に欠けることか

ら，早急に地域に必要な公共用施設の用地とし

ての活用を図るか，あるいは隣接地権者などに

売却をするなど，積極的に有効活用を検討すべ

きである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

監査の意見を受けて，平成２４年１１月に隣接する

土地（現況は田）の所有者に購入の意思を確認した

が，購入の意思はないとの意向が示された。 

現状では，公共用施設の用地としての活用も見込め

ないため，平成２６年６月に行政財産の用途を廃止し

て普通財産とした。 

現在は，売却又は貸付けによる有効活用を図るた

め，広島市のホームページの「土地の販売・貸付情

報」へ掲載し，情報提供を行っている。 

 


